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階
級
闘
争
か
ら
言
語
紛
争
ヘ

ーーー
歴
史
的コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る「
統
治
連
合」

||

松

尾

秀

哉

は
じ
め
に

洋の
東西を
間わ
ず 、
戦
後
民主
主
義の
展
開をふ
りか
え
ると
き 、
六
0
年
代とい
う
時
代は、
ひ
とつ
の
転
機で
あっ
た
と
言え
る

だ
ろ
う 。
女
性 、
人
種
な
ど
の
新しい
平
等を
求め
る
社会
運
動が
各国で
頻
繁に
発生
し 、
そ
れに
直
面した
各国
政
府は、
し
ば
し
ば

(
1)

 

た
しか
にこ
の
時
代は
「

運
動
社
会
(B。5B
g
Z
R-oq)」
の
時
代で
あっ
た 。

い
わ
ゆ
る
「

新しい
社会
運
動(
54『
き巳包
EC
55
2Z)」
の
登
場を
背
景に 、
ア
メ
リカ
社会
学を
中心に
「

社
会
運

動論
2
2
E
B
2
3
2
p
g弓)」
が
展
開さ
れ
が )。
い
か
な
る
場合に
社会
運
動が
台
頭し 、
また
成
功
するの
か
とい
う
問い
を
め

ぐっ
て 、
ティ
リ
1

3ロ-F
hF
自・Zω)
を
中
心に
牽
引さ
れたこ
の
学
派は、
その
後「
政
治過
程(
吉田
腎包
有
22ω)
ア
プロ
ー

チ」

こ
うした 、

政
策の
転
換を
余
儀な
くさ
れた 。

を
確立
し 、
それは
社会
学そ
して
政
治
学の
重
要な一
分
野と
なっ
ていっ
た 。

本
稿の
目
的は、
第一
に 、
現
在
政
治過
程ア
プロ
ー

チの
なか
で
もっ
と
も
活
発に
適
用と
応
用と
が
進ん
でい
る
手
法
「

政
治的
機

会
構造(旬。-5
2-
8
3HA
S-qω片言。EB)」
論の
問
題
点を
指
摘し 、
そ
れ
を
再
検
討
す
るこ
と
に
あ
る 。
そ
し
て
第二
に 、
そ
れ
を



通
じて
西
欧の
小
国で
あるベ
ル
ギ
ーの

政
治史の
再
解
釈を
試
み
る 。

ま
ず
次
章では
社
会
運
動
論の
系
譜を
概
観し 、
と
くに

政
治
的
機
会
構造
論の
問題
点を
指
摘しつ
つ
本
稿の
分
析
視
角を
述べ
る 。

第三
章では、
事例と
し
て
本
稿が
取
り上
げるベ
ル
ギ
ーの

政
治を
簡
単に
整理
する 。
そ
して 、
ベ
ル
ギ
ー

が
連
邦
化
改
革を
進め
る

その
解
釈の
問
題
点を
検
討
す

歴
史
的
契
機と
なっ
た
と
さ
れ
る
「六

O
年
冬(-
t
g円
き)」
に
発生
した
ス
ト
ラ
イ
キの
重
要
性と、

る 。
第四
章で
具
体
的に
運
動の
経過を
追い 、
第五
章で
考
察 、
第六
章で
結
論を
述べ
る 。

本
稿の
結
論は、
第一
に 、
初
期の
代
表
的
論
者 、
タロ
1

3ω『84F
虫色ロ
ミ)
に
よ
れ
ば一
見
運
動を
衰
退さ
せ
るに
好ま
しい
政

治的
機
会に
おい
て 、
逆
説
的に
当
該運
動をいっ
そ
う
高
揚させ
る
場合が
あ
るこ
と、
そ
し
てこ
の
逆
説
的
帰結が 、
社会
運
動
側か

ら
見て
「

裏
切
り」
と
映
る
政
治的エ
リ
ー
トの

連
合
形
成
行
動に
起
因し
てい
るこ
と
を
指
摘したい 。
第二
に 、
そ
れ
を
把
握
するた

めに
も 、
政
治
的
機
会
構造
論は、
歴
史
的コ
ン
テ
クス
ト
をふ
ま
えた 、
運
動と
政
党と
の
関
係に
着目
する
必
要が
あ
るこ
と
を
指
摘

し 、
最
後にベ
ル
ギ
ー

で
生
じた
六
0
年
代の
言
語
紛
争が
政
治エ
リ
ー
トの

行
動に
よ
る
産物で
あ
るこ
と
を
主
張
す
る 。

社
会
運
動
論
と
政
治
的
機
会
構
造
論

以
下では
ア
メ
リカ
政
治
学 、
社会
学を
中心に
展
開さ
れ
て
きた
社会
運
動
論の
潮流を
概
観すると
と
もに 、
その
なか
で
政
治
的

機
会
構造
論が
占め
る
位
置と
その
問題点を
指
摘
する 。

階級闘争から言語紛争へ281 



社
会
運
動
論
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六
0
年
代
末
以
降の
ア
メ
リカ
政
治
学に
お
け
る
社会
運
動
論の
興
隆は
め
ざ
ま
しい
もの
が
あ
る 。
こ
の
興
隆は、
主
と
し
て
政
治過

マッ
ク
ア
ダム(
寄
E
gw
ロ
gm)
らに
よっ
て
担わ
れ
理
論
的に
洗
練さ
れて
きた 。

政
治過
程ア
プロ
ー

チと
は、
社
会
運
動の
発生
と
展
開を
心
理
的
要
因(
不
平
や
不
満)
に
よっ
て
説
明
す
るの
で
は
な
く 、

合理
的
な

程ア
プロ
ー

チを
用い
る
ティ
リ
1 、

タロ
1 、

政
治的 、
制
度
的
要
因や
組
織の
構造
的
要
因に
よっ
て
説
明し
よ
うと
する
ア
プロ
ー

チで
あ
る 。
こ
の
経
緯の
説
明は
すでに
多くの

テ
クス
ト

で
な
さ
れ
てい
るた
め
そ
れ
らに
任せ
が )が 、
こ
の
ア
プロ
ー

チは
大き
く

分
けて
(一)
内
的
要
因 、
つ
ま
り

社
会
運
動の
組

織
的
側
面を
重
視
す
る
「

資
源
動
員(5
8
号8
5
各自Nm
晋ロ)
論」 、
逆に
(二)
外
的
な
環
境 、
制
度
的
要
因を
重
視
す
る
「

政
治
的

い
わ
ば
文
化
的

側
面を
重
視
す
る
「ブレ
!ミン
グ・
プロ
セ
ス(守山BEm
胃。
2ωω)
論」
に
分
類さ
れ
る 。
す
な
わ
ち
政
治過
程ア
プロ
ー

チは、
分

機
会
構造
論」 、
さ
らに
は
(三)
動
員
時な
どに
運
動
リ
ー

ダ
ー

か
ら
投
げか
け
ら
れ
る
言
説の
重
要
性に
注
目した 、

析レベ
ル
の
相
違に
よっ
て三つ
に
分
類さ
れ
てい
る
わけで
あ
る 。

か
な
り早い

段
階か
ら
久
米や
堀江が
政
治
的
機

会
構造
概
念
を
用い
て
そ
れ
ぞ
れ
日
本の
労
働
政
治
分
析や女
性
運
動の
国
際比
較を
進め
て
き
だ 。
こ
の
ア
プロ
ー

チに
よっ
て 、
情
緒

(4)

 

わ
が
国で
も
古くか
ら
塩
原
らの
社会
学
者が
資
源
動
員論を
展
開させ
てい
る
し 、

さ
らに
比
較
政
治
学に
お
け
る
合
理
的選
択
性理
論 、
新
制
度

論 、
カル
チャ
ル・
ア
プロ
ー

チの
展
開と
併走し
て 、
社会
運
動の
比
較
分
析が
著し
く

発
展したこ
と
は
特
筆
すべ
きこ
と
で
あ
お 。

的と
さ
れ
る
社
会
運
動に
対
す
る
合
理
的
分
析の
方
法
論が
確立
さ
れ 、

ア
メ
リカは
もと
よ
りわ
が
国に
おい
て
も 、
先に

挙
げた
久
米
や
堀
江の
比
較
的
早
期の
研
究
以
外に 、
多
様な
環
境
保
護運
動の
盛
衰をめ
ぐ
る
分
桁や 、
さ
らに
は
国
際
社
会に
おけ
る

社会
運
動の
生
成 、
と
くに
NGOの
成
否の
説
明に
も
援
用さ
れ
てい
お 。
また 、
社会
運
動の
範
囲を
超
え
て 、
官
僚に
とっ
て
の
資

と
くにこ
こ
数
年
最も
活
況を
呈
し
てい
る
分
野は
政
治
的
機
会
構造
論で
あ
る 。



(9)

 

源
獲
得
可
能
性とい
う
側
面に
注
目し
なが
ら 、
政
策
過
程
分
析に
用い
ら
れ
る
な
ど 、
さ
ま
ざ
まに
新しい
展
開を
見せ
てい
る 。
しか

し 、
筆
者に
は、
新し
さ
を
求め
てい
く
あ
ま
り

別の
問
題が
明
ら
か
に
なっ
て
き
た
よ
うに
も思
わ
れ
る 。
否 、
よ
り正

確を
期
す
な

ら 、
当
初か
らの
問
題点が
置き
去
りに
さ
れ 、
いっ
そ
うその
問
題がはっ
き
りと
し
て
きた 、
と
記
すべ
き
で
あ
ろ
う 。
本
稿は、
政

治
的
機
会
構造
論の
有
効
性を
主
張
しつ
つ 、
残
さ
れた
問
題
点の
克
服
を
検
討
し 、
本ア
プロ
ー

チ
を
よ
り

洗
練さ
れた
ものへ
と
刷

新し
よ
うと
す
る
試
み
で
あ
る 。
以
下 、
政
治
的
機
会
構造
論 、
そ
し
て
そ
の
問
題
点を
紹
介し 、
そ
れ
を
克
服
す
るべ
き
方
法
を
検
討

する 。一一. 
一一

政
治
的
機
会
構
造
論
と
そ
の
問
題

政
治
的
機
会
構造
論は、
先に
も
記した
よ
うに 、
社会
運
動を
囲む
環
境的
側
面に
着目し 、
社会
運
動の
盛
衰を
説
明
す
る
もの
で

ある 。
従
来
社会
学に
おい
て
社会
運
動を
検
討
する
際の
最も
中心
的な
ア
プロ
ー

チは、
資
源
動
員論で
あっ
た 。
つ
ま
り

運
動が
有

す
る
人
的 、
金
銭
的
資
源に
注
目を
す
る 。
こ
れに
よ
れ
ば 、
こ
うした
資
源を
多
く

動
員し
え
た
社
会
運
動は
強
力で
成
功し
や
すい 。

しか
し 、
しば
しば
言わ
れ
るこ
と
だ
が 、
十
分な
資
源を
有し
ない
社会
運
動で
あっ
て
も一
定の
成
果を
勝ち
取るこ
と
が
あ
る 。
こ

の
逆
説
的
帰
結を
説
明
す
る
の
が
政
治
的
機
会
構造
ア
プロ
ー

チ
で
あ
る 。
す
な
わ
ち
ジュ
1ニ

(の吉岡巳
γ冨R
g)
に
よ
れ
ば

[
資
源
動
員
論
者]
は、
社
会
運
動を 、
単
独で
成
功
す
るに
は
必
要な
資
源を
欠い
た
弱い
主
体と
し
て
捉え
てい
るが 、
後
者[
政
治

的
機
会
構造
論
者]
は、
逆に
社会
運
動を 、
好ま
しい
政
治
的
機
会
構造に
恵
ま
れ
れば 、
社
会
変
動を
誘
発で
き
る
十
分な
資
源と
潜

在
性と
を
有し
てい
る
と
理
解し
てい
碍」 。
つ
ま
り 、

社
会
運
動の
成
否 、
盛
衰と
は
運
動
組
織
自
体が
有す
る
諸
力以上
に 、
その
運

動を
取
り
囲む
環
境
要
因に
よっ
て
大き
く

左
右さ
れ
る 。
こ
れ
が
政
治
的
機
械構造
論
者の
主
張で
あ
る 。

よ
り

具
体
的に 、
政

では、

治的
機
会
構造と
は
なに
か 。

「
前
者

階級闘争から言語紛争へ283 



そ
れは、
最も
古
典
的な
もの
では
「

集
団が
権力ヘ
ア
クセ
ス
し 、
政
治シ
ス
テム
を
操
作で
き
る
見
込み 、
程
一郎」
と
定
義さ
れ
る 。

つ
ま
り運

動を
取
り

巻
く

環
境
要
因で
あ
り 、
こ
れが
開放的で
あ
る
場合に
社会
運
動は
勢
力を
拡
大し
てい
き 、
逆に
閉
鎖的で
あ
る

284 

場合
社会
運
動の
成
長は
困
難で
あると
論じ
ら
れ
る 。

では、
政
治
的
機
会
構造
を
構成
す
る
諸
要
素を
示し
てい
こ
う 。

構成さ
れ
的。

マ
ッ
ク
ア
ダム
の
整理に
よ
れば 、
概し
て
以
下の
要
素に
よっ
て

(一)
制
度
化さ
れた
政
治シ
ス
テム(
選
挙
制
度 、
政
党
制な
ど
のい
わ
ゆ
る
法
的に
明
文
化さ
れた
政
治
制
度)
が
外
部
者に
たい

し
て
開放的か
否か 、

(二)
政
体を
支え
るエ
リ
ー
ト

聞の
統
治
連
合パ
タ
ーン

が
安
定
的か
否か 、
すな
わ
ちパ
タ
ーン

変
化の
有無 、

〆'画、一一一、-〆
エ
リ
ー
トに
よ
る
統
治
連
合の
有無 、

(四)
国
家に
よ
る
抑圧
能
力 、

で
ある 。
こ
れ
らのバ
リエ
ーショ
ン
で
政
治
的
機
会
構造の
開放
度が
決
定さ
れ 、
そ
れ
が
当
該
状況
下で
の
社
会
運
動の
盛
衰に
影
響

する 。
も
ち
ろん
政
治的
機
会と
は、
当
該
社会
運
動の
資源の
獲
得
可
能
性に
作
用
するか
ら 、
堀江が
指
摘
する
よ
うに
「

機
会」
自

(日)

体を
資源で
あると
み
な
すこ
と
もで
き
よ
う 。
その
点では
資
源
動
員論と
政
治
的
機
会
構造
論の
境
界は
暖昧では
ある 。
しか
し
そ

れに
もか
か
わ
ら
ずこ
れ
が
盛ん
に
用い
ら
れ
て
きた
の
は、
第一
に 、
こ
の
ア
プロ
ー

チが 、
運
動の
生
成 、
高
揚 、
衰退 、
さ
らに
新

しい
運
動の
生
成・:
とい
う一
連の
「た

た
かい
の
循
環(
ミ-2。
ε5
1日)」
を 、
環
境の
変
化に
よっ
て
説
明で
き
る
とい
う
妙
味

を
有す
るこ
と、
そ
し
て
と
くに 、
比
較
政
治
学の
流
行を
背
景に 、
本ア
プロ
ー

チが
社
会
運
動の
比
較
研
究の
可
能
性を
飛
躍
的に
高

め
たこ
とに
よ
ろ
う 。
初
期の
研
究
者 、
キッ
チェ
ル
ト(
百件。『巳仲
間。号ゆ
る
が 、
こ
の
ア
プロ
ー

チを
用い
て
反
原
発
運
動の
盛
衰に

つ
い
て
各国
比
較
研究
を
行っ
たこ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
(旬 、
環
境と
し
て
の
政
治
制
度を
重
視
するこ
と
が
可
能な
本ア
プロ
ー

チに

よ
れば 、
運
動
参加
者
数の
推
移 、
イン
タビュ
ー
といっ
た
詳
細な
デ
l

タ・
リ
サー
チぬ
き
で 、
マ
クロ
な比
較
分
析が
完
成し
や
す



い 。
比
較
政
治
学
者に
とっ
て
非
常に
使い
や
すい
ツ
!ル

で
あっ
た
わけで
ある 。

し
か
し
その
興
隆の
な
か
で 、
筆
者に
は、
「

政
治
的
機
会」
とい
う
概
念そ
の
もの
が 、
じよ
じよ
に
暖
昧に
なっ
て
き
た
よ
うに
も

思
わ
れ
る 。
た
と
え
ば
政
治
的
機
会
構造
を
用い
た
実
証研
究の
場合 、
あ
る
社
会
運
動の
盛
衰 、
変
化の
瞬
間を
特
定し 、
そ
れに
影
響

を
及ぼ
した
で
あ
ろ
う
「

政
治
的
機
会」
と
考え
ら
れ
る
条
件を
遡
及的に
探し
出
すとい
う
作
業が
入
り

込ま
ざ
る
を
得ない 。
その
結

果 、
当
該
研
究
者は
運
動の
動態を
説
得
的に
説
明で
き
そ
うな
条
件を
次々
と
政
治的
機
会
構造に
含め 、
当
該
概
念を
再
定
義
するこ

とに
な
る 。
少な
くと
も
九
0
年
代ま
でこ
うした
傾
向は
強
く 、
こ
の
概
念は
繰
り

返
し
再
定
義さ
れ
続けて
き
た。
結
局 、
政
治的
機

(日)

(げ)

会
構造と
は、
暖
昧で
定
義の
はっ
き
りし
ない 、
概
念の
「

芥
箱
2
5号宮)」
と
言わ
れ
る
状
況に
陥っ
て
きた。
そ
し
て
そ
れに
関

連
し
ていっ
そ
う重
要なの
は、
こ
の
傾
向の
なか
では
政
治的
機
会
構造と
当
該
社会
運
動の
行
動
変
化の
あい
だ
の
因
果
関
係は
疑わ

しい
もの
と
なっ
て
きた
とい
うこ
と
で
あ
る 。
す
な
わ
ち
社会
運
動の
変
化を 、
すべ
て
「

政
治
的
機
会
構造の
変
化に
よ
る」
と
説
明

す
る
傾
向が
強ま
り 、
え
て
し
て
その
因
果
性が
十
分に
説
明さ
れ
ない
状況に
陥っ
て
きた
の
で
あ
弱 。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
批
判の
な
か
で 、
そ
の
克
服
を
志
す
研
究
も以
降
数
多
く

見
ら
れ
る
よ
うに
なっ
た。
「

定
義の
不
明
瞭
さ」

「
因
果
性の
不
明
瞭さ」
とい
う
表
裏一
体の
問
題に
最も
果
敢に
取
り

組ん
だ
の
は、
統
計
分
析を
駆
使した、
フォ
ーマ

ル
モ
デル
に

よ
る
研
究で
あっ
た
の
も
し
ご
く
当
然のこ
と
で
あっ
た。
「

当
然」
と
記し
た
の
は、
こ
れ
を
推
し
進め
る
た
めに
は、
そ
れ
ぞ
れ
の
概

念を
操
作
可
能な
概
念と
し
て
厳
密に
定
義
す
る
必
要が
あ
り 、
そ
し
て
重
回
帰
分
析な
ど
を
用い
て
因
果
性を
検
討
するこ
と
が
可
能だ

か
らで
ある 。
と
くに
こ
こ
数
年 、
わ
が
国の
社会
学
者が
し
ば
し
ばこ
の
手
法で
政
治
的
機
会
構造
概
念を
検
討しつ
つ
あ
るの
は
興
味

深
吋。た

だ
し 、
実はこ
の
知
的
営みに
も一
塊の
問
題が
潜む
と
筆
者は
考え
てい
る 。
も
ち
ろんこ
れ
らの
業
績は
今
後の
政
治
的
機
会
構

造
論の
発
展に
寄
与
するだ
ろ
う 。
しか
し 、
と
くに

操
作
化
す
る
た
め
の
概
念の
単
純
化 、
客
観
化
作
業を
通
じて 、
当
該
概
念の
有す

る
歴
史
的コ
ン
テ
クス
ト
を
切
りは
な
し
て
し
ま
うた
めに 、
社会
運
動の
生
成 、
変
化の
要
因を
十
分に
説
明し
え
ない
の
では
ない
だ と
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ろ
うか 。

長く
研
究が
蓄
積さ
れた
結
果生
ま
れた
以上
の
問
題を 、
限ら
れた
紙幅の
なか
で
すべ
て
解
決
するこ
と
は
で
き
ない 。
そこ
で
本
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稿では、
タロ
1が

最も
重
視し
てい
た
「

統
治
連
合」
概
念に
絞っ
て
議
論を
進め
る 。
こ
れに
よっ
て
包
括
的
な
検
討は
断
念せ
ざ
る

を
え
ない
が 、
当
面の
課
題で
あ
る
「

芥
箱」
化を
回
避
する 。
「

統
治
連
合」
とは、
タロ
ーに
よ
れ
ば 、
「

代
議
制シ
ス
テム
に
お
け
る

挑
戦
者
[H
社
会
運
動]
に
とっ
て
と
くに

重
要な
同
盟
者は
政
党で
あ
る 。
:・[

挑
戦
者に
とっ
て]
シ
ス
テム
内
部の
同
盟
者[H
政

党]
は、
と
りわ
け
権
威主
義
的で
抑
圧
的
な
環
境に
おい
て 、
資
源が
欠
乏
し
た
状
況に
陥っ
てい
る
行
為
者[H
社
会
運
動]
が
頼る

こ
と
が
で
き
る
外
部
資
源なの
で
あ
硲」 。
つ
ま
り

挑
戦
者た
る
社
会
運
動は、
同
盟
可
能
な
政
党が
政
権に
就けば
自
分た
ちの
要
求を

政
策に
反
映し
うる 。
そ
れは
結
果
的に
当
該
運
動を
終
結に
向か
わせ
る 。
逆に
運
動と
は
敵
対し
てい
る
政
党が
政
権に
就い
てい
る

場
合は、
そ
の
政
党に
要
求
を
受け
入
れ
さ
せ
よ
うと
し
て 、
も
し
くは
同
盟で
き
る
政
党を
政
権に
押
し
上
げるべ
く

運
動は
高
揚
す

る 。
その
結
果 、
統
治連
合が
再
編成さ
れ
れば 、
そ
れ
と
同
時に
挑
戦
者が
包
摂・
排
除さ
れ
運
動は
衰
退
する 。
も
ち
ろん
運
動の
盛

衰は
他の
構成
条
件に
よっ
て
も
左
右さ
れ 、
こ
れほ
ど
単
純なロ
ジッ
ク
で
すべ
て
を
説
明
するこ
と
は
で
き
ない
が 、

(幻)

に
よ
れば 、
六
0
年
代イ
タ
リ
アの
社会
的
混
乱に
おい
て
統
治
連
合の
変
化が
与え
る
影
響は
大きい
もの
で
あっ
た。

しか
し
タロ
1

次に 、
社
会
運
動に
おけ
る
環
境
要
因が
及ぼ
す
「

因
果」
を
確
定す
るこ
とは
き
わ
め
て
困
難で
ある 。
本
稿では、
こ
こ
で
扱
う
社

会
運
動の
リ
ー

ダ
ーの

言
説
変
化を
もっ
て 、
運
動の
変
化を
見
極め
るこ
と
と
したい 。
公
私を
問わ
ずリ
ー

ダ
ーの

言
説の
変
化に
よ

(n)

 

っ
て
運
動の
変
化を
評
価
するこ
と
は、
社会
運
動
研
究に
おい
て
しば
しば
用い
ら
れ
る
手
法で
あ
る 。
も
ち
ろん
社会
運
動の
組
織と

し
て
の
変
化な
ど 、
運
動の
変
化を
示し
うる
従
属
変
数は
多く
あ
るが 、
リ
ー

ダ
ーの

言
説
変
化が
社会
運
動の
変
化に
とっ
て
重
要で

あ
るこ
と
は
フレ
1ミン
グ
論の
興
隆か
ら
も
明らか
で
あ
る
し 、
また
その
言
説が
何を
契
機と
し
て
変
化し
てい
こ
うと
するの
か
を

見
出
すこ
とは、
他の
変
数と
比
較し
て
も
実
証し
や
すい
は
ずで
あ
る 。
以
下では
西
欧の
小
国ベ
ル
ギ
ーで

生
じたス
ト
ラ
イ
キの
変

化を
事例に 、
統
治
連
合の
変
化が
社会
運
動に
与え
る
影
響につ
い
て
検
討を
進め
る 。
その
前にベ
ル
ギ
ーと

そのス
ト
ラ
イ
キ
を
扱



う意
義を
簡
単に
記し
て
お
く 。

ベ
ル
ギ
ー
と
「
六
O
年
冬」
の
ス
ト
ラ
イ
キ

ベ
ル
ギ
ーは、
き
わ
め
て
複
雑な
歴
史を
有す
るヨ
ーロ
ッパ

の
小
国で
あ
る 。
と
くに

戦
後
史を
顧み
る
と
き 、
その
大き
な
課
題が

「
言
語
問
題」
の
解
消に
あっ
た
とい
うこ
と
は
言
うま
で
も
ない 。
こ
の
問
題の
発
端は
非
常に
古
く 、
ロ
ーマ

帝
国
時
代 、
ゲル
マ
ン

民族の
大
移
動
期に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る 。
ロ
ーマ

帝
国の
支
配
下で
ラ
テン
化した
ケル
ト

人と、
そこへ
侵入
し
よ
うと
した
ゲル
マ
ン

民
族と
の
領土
境
界
線が 、

そ
れが 、
後の
言
語
境
界
線の
起
源で
あ
る 。

ベ
ル
ギ
ーの

国
内を
南
北に
分
断
し
てい
る 。

つ
ま
り 、

国に
は
北
方に
オ
ラン
ダ
語を
話す
ゲル
マ
ン
系の
フ
ラン
デレ
ン
人 、
南
方に
フ
ラン
ス
語を
話すラ
テン
系の
ワロ
ン
人が
住
み 、

もにベ
ル
ギ
ーとい
う
国を
構成し
てい
るの
で
あ
る 。
本
来の
国
民国
家の
概
念に
も
と
づ
けば 、
こ
の
境
界
線は
国
境に
な
るべ
き
で

あっ
た。

一
八三
O
年 、
こ
の
国が
オ
ラン
ダの
支
配か
ら
独立
した
際 、
当
時は
ワロ
ン
人が
話す
フ
ラン
ス
語に
よ
る
言
語一
元
化
政
策が
進

オ
ラン
ダの
支
配が
及ぶ
以
前 、
こ
の
地は
ちょ
うど
革
命
直
後の
フ
ラン
ス
の
統
治下に
あ
り 、
革
命思
想の
伝
播の
た
め

め
ら
れた。

徹
底した
フ
ラン
ス
語教
育
政
策が
遂
行さ
れた。
また、
当
時ワロ
ン
地
方は、
ヨ
ーロ
ッパ

では
イ
ギ
リス
に
次い
で
産
業
革
命を
経

験し
鉱工
業を
中心に
経
済
的
繁栄を
迎え
た
が 、
その
結
果と
し
てこ
の
地では
フ
ラン
ス
語を
話すこ
と
の
で
き
る
もの
の
みがエ
リ

(M)

 

1
トに
な
れ
るとい
う
「

政
治的・
経
済
的
不
均
衡」
が
始ま
るこ
と
と
なっ
た。
公の
場で
使
うこ
と
の
で
き
る
言
語 、
教
育
言
語は
フ

ラン
ス
語だけで
あっ
た。
こ
の
不
均
衡に
対
抗し
て一
九
世
紀
末か
ら
フ
ラン
デレ
ン
人に
よ
る
抵
抗
運
動 、
フ
ラン
デレ
ン
運
動が
生

じ 、
その
争い
が
「

言
語
問
題\
「

言
語
戦
争」
と
呼ば
れ
て
きた
の
で
ある 。

のと
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第二
次
世
界
大
戦
後 、
と
くに

六
O
年以
降 、
フ
ラン
ス
語支
配に
対
抗
する
フ
ラン
デレ
ン
言
語運
動は
き
わ
め
て
激しい
もの
と
化

した。
背
景と
し
て
フ
ラン
デレ
ン
の
人口
増加と
経
済
発
展が
ある 。
多
数
派と
な
り

経
済
的に
も
豊か
に
なっ
た
フ
ラン
デレ
ン
は
そ

288 

れに
見
合っ
た
政
治
的
権
利を
要
求し 、
さ
らに
既
得
権益に
固
執
す
る
ワロ
ン
の
対
抗
運
動 、
「ワロ

ン
運
動」
が
生
じ 、
六
0
年
代
後

半に
は、
ベ
ル
ギ
ーは

統
治
体
制の
見
直し
が
避
け
ら
れ
ない
状態に
陥っ
た。

七
O
年か
ら
着手さ
れた
その
過
程で 、
ベ
ル
ギ
ーは

内
的な
「

言
語
共
同
体(の
3
2
5
岳山℃\円。BE
E
SF ))」

かつ
か
な
りの

程
度の
権
限を
そ
れに
譲
渡
する
分
権
化を
進め 、
計四
回の
憲
法
改正
を
経て 、

の
相
違
を
公
式に

認め 、

一
九
九三
年 、
最
終
的にベ
ル

ギlは
中
央
集
権的
国
家
体
制か
ら
連
邦
制へ
と
憲
法上
移
行した。

単
純に
連
邦
制と
言っ
て
も 、
た
と
え
ば
ア
メ
リカ
やカ
ナ
ダの
よ
うな
国
家が 、
州の
地
理
的
な
多
様
性を
歴
史
的
な
前
提と
し
て 、

そ
れが
ひ
とつ
に
ま
と
まっ
てい
き
連
邦
制を
構
築した
の
に
対し
て 、
ベ
ル
ギ
ーの

場合は、
中
央
集
権的
国
家が
連
邦
制へ
と
制
度上

い
わ
ば
逆のベ
ク
トル
に
よっ
て
特
徴づ
け
ら
れ
弱 。

向かっ
てい
くとい
う 、

つ
ま
り

戦
後のベ
ル
ギ
ーは、

言
語運
動とい
う
社会
運
動に
よっ
て
彩ら
れ
てい
た。
かつ
そ
れが
直
接
的に
国
家の
統
治
体
制を
変

革した
点で
も 、
文
字通
り
「

運
動
社
会」
の
代
表例で
あると
言
うこ
と
が
で
き
よ
う 。

「
六
O
年
冬」
に
生
じた

(幻)

最も
深
刻な
階
級
対立
の
ひ
とつ
と
なっ
た」
と
述べ
ら
れ
る
労
働
闘
争で
あっ
た。

」
のベ
ル
ギ
ーに

おい
て

「
反一
括
法ス
ト
ラ
イ
キ」
は、
ベ
ル
ギ
ー

史に
おい
て
「ベ

ル
ギ
ー

社
会
史上 、

かつ
そ
れに
と
ど
ま
ら
ず 、
いっ
そ
う
本
稿に
とっ

て
重
要な
の
は、
こ
れ
が
階
級
闘
争で
あ
りつ
つ
も 、
戦
後の
ワロ
ン
運
動 、
つ
ま
り
言
語
運
動の
発
端と
さ
れ
てい
る
とい
う
点で
あ

る 。
先に
も
記した
よ
うに
ワロ
ン
運
動の
台
頭に
よっ
て 、
ベ
ル
ギ
ーは

フ
ラン
デレ
ン
運
動と
ワロ
ン
運
動とい
う二
つ
の
運
動が
対

立
し
て
「
長田芳

蕗寸LU可」
と
化した。
い
ずれか一
方の
利益
要
求に
応え
る
政
策を
進め
よ
うと
すれば 、
も
う一
方が
激しい
抵
抗
運
動を
起

vl」
1レ 、
そ
れ
ぞ
れに
支
持さ
れた
政
治
家た
ちが
対立
した。
政
局は
停
滞し 、
また
政
権
形
成に
失
敗し
お
お
よ
そ三
ヶ
月もの
政
治
的

空
白を
招
く
な
ど
混
乱した。
その
結
果ベ
ル
ギ
ーは、

抜
本的に
統
治
体
制を
見
直さ
ざ
る
を
え
な
く
なっ
た
の
で
あ
る 。
こ
うした
六



0
年
代の
言
語
紛
争の、
ま
さ
し
く

発
端と
さ
れ
てい
るの
が 、
以上
の

の
「

階
級
闘
争か
ら
言
語
紛
争ヘ」

「
反一
括
法ス
ト
ラ
イ
キ」

の
変
化で
ある 。

こ
の
反一
括
法ス
ト
ラ
イ
キ
の
変
化の
過
程は、
すで
にベ
ル
ギ
ー

政
治
史
研
究
で
は
多
様に
議
論さ
れ
てい
る 。
その
主
要な
解
釈

は、
当
初包
括
的な
階
級
連
帯に
よ
る
闘争を
志
向
したこ
のス
ト
ラ
イ
キ
が 、
フ
ラン
デレ
ン
組
合の
非
協
力の
た
めに
失
敗に
終っ
た

ス
ト
ラ
イ
キ
の
リ
ー

ダ
ーで

あ
るル
ナ
1ル(同

g
mHaw
〉ロ
骨格)
は
戦
略
的
方
向
転
換を
余
儀な
く
さ
れ 、
「

階
級」
的

連
帯を
放棄し
「ワロ

ン」
とい
う「
民
族・
言
語」
に
よ
る
連
帯を
掲
げる
よ
うに
な
り 、

結
果
的に
そ
れ
が
後の
民
族 、
言
語運
動
高

(お)

揚の
原
因と
なっ
た
とい
うもの
で
あ
る 。

こ
と
に
よっ
て 、

つ
ま
り

従
来こ
の
運
動の
質
的
変
化は
資
源
動
員の(
失
敗とい
う)
立
場か
ら
説
明さ
れ
て

い
た。
しか
し 、
後に
見る
よ
うに 、
厳
密に
は、
動
員失
敗が
決
定し
て
も 、
し
ば
ら
くこ
のス
ト
ラ
イ
キは
「

階
級
闘争」
を
目
指し

てい
た。
よ
り運

動の
変
化を
規
定した
要
因を
探るた
めに 、
本
稿では、
こ
の
過
程
分
析に
政
治的
機
会
構造の
視
点を
導入
する
わ

げで
ある 。

具
体
的な
検
討に
入
る
前に 、
ま
ずベ
ル
ギ
ーの

政
党と
言
語と
の
結びつ
きにつ
い
て
記し
て
お
く 。
ベ
ル
ギ
ーでは

建
国
後ま
も
な

く
自
由
党が
成立
し 、
その
支
配に
対
抗し
て
カ
ト
リッ
ク
勢
力が一
八
八
四
年に
カ
ト
リッ
ク
党を
結
成した。
その
後
労
働
運
動が
台

頭し
社会
党が
成
長した
結
果
自
由
党が
衰退し 、
一
九
世
紀
末
以
降ベ
ル
ギ
ーでは

カ
ト
リッ
ク
と
社会
党を
中心に
した
政
党シス
テ

ム
が
安
定
的に
続い
た。

一
九
世
紀
末の
時
点では、
フ
ラン
ス
語に
よ
る
国
民
統合
策が
優
先
的に
進め
ら
れた。
当
時のマ
イノ
リ
ティ
で
あっ
た
フ
ラン
デ

レ
ン
民
族に
は
カ
ト
リッ
ク
信
者が
多く 、
カ
ト
リッ
ク
活
動
家が
カ
ト
リッ
クの
名の
下に
フ
ラン
デレ
ン
利益の
実
現を
訴え
なが
ら

(鈎)

動
員を
図っ
た。
その
た
め
フ
ラン
デレ
ン
言
語主
義
的
運
動は、
概
し
て
カ
ト
リッ
ク
政
党に
動
員さ
れ
た
とい
う
歴
史
的
背
景が
あ

る 。
また、
ワロ
ン
地
域では
鉱工
業が
栄え 、
その
た
め
社会主
義の
ネッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
大と
な
り 、
ワロ
ン
運
動は
社会主
義ネッ

ト
ワ
1
クの
なか
に
属し
てい
た。
こ
うした、
党の
地
理
的地
盤が
比
較
的
明
確に
区
分さ
れ
てい
る
点は、
ベ
ル
ギ
ーの

際立つ
特
徴
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ベルギーの社会構造(31)

政 冗え� 地 域 ちE主:i 三口五口

カトリック(CVP • PSC) フランデレン地域 フランデレン語

社 会 党 ワロン地域 フランス語

白 由 党 プリュッセル(首都) 両 語

表1

(鈎)

で
あ
る
と
言わ
れ
る 。
こ
うし
た
地
理
的
な
区
分は、
言
語の
区
分を
も
反
映
し
てい
る
た
め 、

結
果
的に
フ
ラン
デレ
ン
地
域では
オ
ラン
ダ
語を
話すカ
ト
リッ
ク
が
数
的
優
位を
保ち 、
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ワ

ロ
ン
では
フ
ラン
ス
語を
話す
社会主
義
者が
優
位で
あっ
た。
こ
の
構成は
表1に
示
す 。

つ
ま
り 、

本
稿に
とっ
て
重
要な
点は、
挑
戦
者で
ある
フ
ラン
デレ
ン
運
動に
とっ
て
は
カ

ト
リッ
ク
が 、
逆に
ワロ
ン
運
動に
とっ
て
は
社会
党が
歴
史
的 、
構造
的に
規
定さ
れた
同
盟

者で
あっ
た
とい
う
点で
あ
る 。
タロ
lのロ

ジッ
ク
を
単
純に
当て
は
め
れ
ば 、
カ
ト
リッ
ク

が
政
権に
就い
てい
ると
きは
フ
ラン
デレ
ン
運
動の
要
求
する
利益が
実
現さ
れ
や
す
く 、
フ

ラン
デレ
ン
運
動は
衰退
するこ
とに
な
り 、

社会
党が
政
権に
就い
てい
れ
ば 、
ワロ
ン
運
動

は
衰
退
するこ
とに
な
ろ
う 。

以
下 、
主
要な
政
治
家につ
い
て
概
略を
示し
て
お
く 。
ま
ず
当
時の
首
相で
あるエ
イス
ケ

ン
ス(開可ωw
g少
のggロ)
で
ある 。
か
れは
長く
与
党の
地
位に
あっ
た、
カ
ト
リッ
ク
系の

政
党
キ
リス
ト

教
人
民・
社
会
党(CVP
/PS
C)
の
代
表
的
政
治
家で
あ
る 。
一
九
六
O

年ま
で
既に
財
務
大
臣を三
度 、
首
相を一
度
歴任し
てい
る 。
また
社会
党の
政
治
家と
し
て

ファ
ン・
ア
クル(〈
mg
kr。roP
KF各自。
戦
後 、
い
ずれ
も
短
期で
は
あ
る
が
四
度
首
相
を
経

験
す
る 。
」
こ
で
扱
う
時
期の
直
前の
首
相) 、
コ
リャ
lル(打。]宮三・

円。。
教
育
相
を
歴
任 。

一
九五
九
|七一

の
あい
だ
社会
党
党
首)
を
挙
げて
お
く 。



四

反一
括
法
ス
ト
ラ
イ
キ
の
発
生
と
変
化

ま
ず
当
時の
経
済
的
状況を
簡
単に
記し
て
お
きたい 。
ベ
ル
ギ
ーは

五
0
年
代に
経
済
的
停
滞に
陥っ
てい
た。
当
時のベ
ル
ギ
ーは

(泥)

累
積
赤
字が二
兆ベ
ル
ギ
1フ
ラン
を
越え 、
しか
も
そ
れは
さ
らに
増加
し
てい
く

傾
向に
あっ
た。
五
0
年
代のベ
ル
ギ
ー

経
済の
成

長
率は
平
均二・
九
四%
で
西
欧
諸
国の
なか
で
もか
な
り

低
く(オ
ラン
ダ一
五・
六
四% 、
フ
ラン
ス一
七・
二
三
% 、
イ
タ
リ
ア一

七・
九二
% 、
西
ド
イ
ツ一
八・
三
七
%) 、
と
くにベ
ル
ギ
ー

経
済を
支え
て
き
た
石
炭
産
業は
落
ち
込ん
でい
た。
石
炭
自
体の
世
界

的
な
需
要の
低
下に
加え
て 、
ベ
ル
ギ
ーの

石
炭埋
蔵
量は
相
対
的に
稀少で 、
ま
た
設
備
投資
も
遅
れ
てい
た
た
め
で
あ
る 。
し
か
し 、

その一
方でベ
ル
ギ
ー

炭
鉱労
働
者の
給
与
水
準は、
当
時
西
欧
諸国で
フ
ラン
ス
に
次い
で
高い
水
準に
あっ
た(
平
均で
オ
ラン
ダ
よ

り四
O% 、
イ
タ
リ
ア
よ
り五
O%
も
高水
準) 。
結
果
的に
こ
の
時
期 、
大
規
模な
炭
坑は
閉
鎖さ
れてい
くこ
と
と
なっ
た。
「一

九五

八
年一
月一
日か
ら一
九
六
O
年九月四
日
ま
で
の
あい
だ 、
炭
鉱
労
働
者
数は
三
三
%
減
少し 、
:・一

九
四
九
年以
来 、
失
業
率は一
貫

し
て
給
与
所
得
者の
八
l一

二
%
を
占め
続
けて
き
た」 。
当
然のこ
と
な
が
ら 、
こ
れはいっ
そ
うの
社
会
支
出の
増
大と
財
政
赤
字を

(お)
招
く 。こ

の
経
済
的 、
財
政
的
状況を
背
景に
当
時カ
ト
リッ
クの
若
手か
ら
財
政
破
綻を
危
倶する
声が
高ま
りつ
つ
あ
閥 、
その
た
め
五
八

年か
らのエ
イス
ケン
ス
CVP
/PS
C[キ
リス
ト

教
民主
主
義]
単
独
政
権の
政
治
的
課
題は、
当
然
経
済
再生 、
財
政の
建て
直

しに
あっ
た。
政
権
成立
前の
選
挙に
おい
てこ
の
解
消を
公
約と
し
勝
利したエ
イス
ケン
ス
は、
財
政
再
建を
進め
る
前に
自
由
党と

の
連立
政
権
形
成を
進め
て
政
権基
盤
を
磐
石と
し 、
「

健全
化の
実
現と、
不
可
欠
な
手
段の
創
出と
を 、
一
度に
可
能に
す
る
法
穀」 、

い
わ
ゆ
る
二
括
法
(F
EED-
2\
3
E

含れん)」
案の
審
議に
入
る 。
こ
れはエ
イス
ケン
ス
が
中心に
なっ
て
作
成した
も
伺で 、
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二
つ
の
方
向で
対
策を
掲
げてい
る 。
ひ
とつ
が
国
内
外か
ら
設
備
投資
を
誘
発
す
る
た
め
の
控
除
政
策 、
そ
し
て 、
も
うひ
とつ
が
当

時
西
欧
諸国で
フ
ラン
ス
に
次い
で
高い
水
準に
あっ
た
労
働
者の
給
与の
抑
制で
ある 。
よ
り
具
体
的に
は、
「一

括
法」
は
七つ
の
章 、

292 

一
三
三
の
条
文か
ら
な
り 、
失
業
手
当 、
疾
病
手
当の
削
減 、
地
方
公
務
員手
当の
再
検
討 、
年金
支
給
年
齢の
引上
げと
保
険
料の
引上

げを
含む
もの
で
あっ (か )。
エ
イス
ケン
ス
は、
後にこ
の
政
権
時の
財
政
政
策につ
い
て

大さ
せ
るこ
と
が
で
き
た
の
で
す 。
:・こ

れは
今ま
で
だ
れ
も
出
来な
かっ
たこ
と
で
持」
と
述べ
その
成
果を
自
画
自
賛し
てい
る
が 、

「わた
く
しは一
O
年で
四
O%
も
財
政を
増

しか
しこ
の一
括
法
をめ
ぐ
りベ
ル
ギ
ー

政
治は
混
乱した 。
以
下では
その
混
乱の
過
程を
追
う 。

一
括
法
が
労
働
者の
生
活
保
障の
急
進
的
な
削
減
を
含ん
でい
た
こ
と
は
先に
も
述べ
た
が 、
そ
の
た
め
社
会
党
議
員の
反
対
を
契
機

「
投資を
再
活

性
化し
成
長
率を
改
善するた
めに 、
強
国で
健全
な
公
的
財
政を
実
現
する
必
要
性を 、
世
論が
納
得し
て
くれ
るこ
と
を
望ん
鳩」
だ

に 、
ワロ
ン
の
炭
坑
労
働
者
組
合が
抵
抗しは
じめ
た。
エ
イス
ケン
ス
は、
当
初そ
うした
世
論の
高ま
りに
たい
し
て

けで
しか
なかっ
た。
そ
して一
括
法
法
案が
議会で
審
議さ
れ
ると
同
時に 、
ワロ
ン
の
大
都
市で
ある
リエ
1ジュ 、

そ
し
てシャ
ル

ルロ
ワ
でス
ト 、

暴動が
展
開さ
れた
の
で
あ
る 。
こ
の
「

反一
括
法ス
ト
ラ
イ
キ」
は、
リエ
1ジュ

では
大き
な
暴動が
生
じて 、
七

時
間で七
五
人が
負
傷し
死
者二
名を
出
す
「ベ

ル
ギ
ー

社会
史上 、
最も
深刻な
階
級対立
の
ひ
とつ」
と
なっ
た。

上
述した
よ
うに
社会
党
議
員の
反
対を
契
機に
「

反一
括
法」
の
機
運が
高まっ
た
が 、
ベ
ル
ギ
ーに

お
ける
最
大の
社会主
義
系
労

働
組
合で
あるベ
ル
ギ
ー

労
働
者
総
同
盟(旨向。B
2ロ回己岡山ωnF
g
言。号。口弘\
忠弘b
s-
S
の
含今色。巳gH，ES--『ロ吋
二。図。
rE
5)

の
幹
部は
ス
ト
ラ
イ
キとい
う手
段を
用い
るこ
とに
たい
し
て
否
定
的
態
度を
採っ
てい
た。
総
同
盟は
二一
月一
六
日に
正
式に
全
組

合
員に
よ
るゼ
ネス
ト
を 、
四七
五
八二
三
対四
九
六
四
八七(
多
くは
フ
ラン
デレ
ン
支
部)
で
否
決
し(
棄
権五
三一
一
二 、
その
多

(但)

くは
ブ
リュ
ッ

セ
ル
支
部) 、
早々
に
ル
ナ
lル

指
導の
下で
のこ
の
ス
ト
ラ
イ
キは
包
括
的
な
階
級
連
帯を
欠き
ワロ
ン
を
中
心と
した

地
方
部
単位で
の
運
動と
なっ
ていっ
た 。

その
後 、
そ
れ
で
もル
ナ
1ル

は、
ス
ト
ラ
イ
キ
継
続の
た
め
にCCRW(打。B
志色。。。。『岳ロ
色。ロ品。ω
芯mz
s-2
毛
色。ロロσω



円目。
宮司
(UHJ回)
を
組
織し 、
最小
限の
結
束を
固め
限
定
的な
動
員に
よ
るス
ト
ラ
イ
キに
突
入
す
る 。
限
定
的な
動
員では
あ
る
もの
の、

そ
れが
「ベ

ル
ギ
ー

社会
史上 、
最も
深刻な
階
級対立」
と
なっ
た
の
で
ある 。

一
二
月二
三
日に
カ
ト
リッ
ク・
メヘ
レ
ン
枢
機
卿に
よっ
て
「無

秩序な 、
ま
た
不

条理
なス
ト
ラ
イ
キ
を・:
すべ
て
の
気
高い
人々

、
正
義と
公
共
福
祉の
意
味を
分別
する
人々
は、
批
判し
なけ
れ
ば
な
ら
な
吋」
とい

(必)

うス
ト
ラ
イキに
たい
する
批
判が
公
表さ
れた。
こ
れ以
降 、
政
府は
警察 、
軍を
用い
てス
ト
ラ
イ
キの
鎮圧に
乗
り
出
す 。
エ
イス

ス
ト
ラ
イ
キ
を
「

協
議さ
れた、
体系
的な
計
画か
らの
逸
鵬」
と
呼び
嫌
悪した
が 、
こ
の
メヘ
レ
ン
枢
機
卿のス
ピ
ー

チ

しか
し 、
その
後
事態は
変
化
する 。
第一
に 、

ケン
ス
は、

に
よっ
てス
ト
ラ
イ
キに
たい
する
鎮圧
手
段が
正
統
性を
得るこ
と
が
で
きた
と
言え
る 。

しか
し 、
決
定
的で
あっ
た
の
は、
お
そ
ら
く

社会
党
幹
部の
態
度で
あ
ろ
う 。
た
と
え
ば
当
初 、
社会
党
党
首で
あっ
たコ
リャ
1ル

は
二
括
法は
基
本的な
解
決に
な
りえ
ない 。
:・わ

れ
わ
れは、
その
詳
細を
修正
するこ
とに
よっ
て
妥
協に
達
するこ
と
が
で
き
る

だ
ろ
うと
は
思
わ
ない 。
撤
回の
み
を
求め
て
闘
うだ
け
だ」
(一
九
六
O
年
二一
月三
O
日)
と
発
言し
てい
る
よ
うに 、
一
括
法
撤
回

の
た
めス
ト
ラ
イ
キ
を
支
持し
てい
た。
しか
し 、
その
後ス
ト
ラ
イ
キ
が
激し
さ
を
増すなか
で 、
社会
党エ
リ
ー
トた
ちのス
ト
ラ
イ

キに
たい
する
態
度は
変
化してい
く 。

年が
明け
て
ま
も
な
く 、

社
会
党の
首
相
経験
者で
あ
る
ファ
ン・
ア
クル
は
態
度を
軟
化させ

「
秩序を
維
持し
よ
うと
す
る
政
府の
努
鳩」
を
支
持し 、
一
括
法
を
拒
絶
す
る
よ
りは

修正
し
よ
うと
発
言し 、
基
本的に一
括
法
を
支

持した。
こ
こ
では、
実は、
首
相で
あるエ
イス
ケン
ス
と
ファ
ン・
ア
クル
と
の
あい
だに
密
約が
な
さ
れ
てい
た。
そ
れは、
一
括
法の
実

施に
さい
して
細目は
その
都
度
個別に
委
員会で
議
論
する 、
とい
うもの
で
あっ
た。
こ
れ
を
受け
入
れ
る
代わ
りに 、
エ
イス
ケン

ス
は
ファ
ン・
ア
クル
か
ら一
括
法へ
の
同意
を
引き
出した
の
で
あ
る 。

(必)
も
の」
で
あっ
た。

エ
イス
ケン
ス
に
よ
れば 、
こ
の
譲
歩は
「い
と
もた
や
すい

つ
ま
り 、
エ
イス
ケン
ス
は
社会
党の
政
治的
リ
ー

ダ
ーと

の
あい
だ
でこ
の
法
案の
是
非をめ
ぐ
る
本
質
的
議
論を
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手
続き上
の
議
論へ
と
代
替するこ
と
で 、
一
括
法の
是
非とい
うイシュ
1

を
非
政
治
化し 、
社会
党と
の
連
合
形
成に
成
功した
の
で

ある 。
そ
れは、
カ
ト
リッ
ク
と
社
会
党の
あい
だ
の
「

統
治
連
合」
を
形
成
し
たこ
と
を
意
味す
る 。

(U)

 

ファ
ン・
ア
クル
らの
社会
党
議
員の
支
持を
受けて 、

その
後 、
最
終
的に
は
六一
年一

294 

月
二二
日 、

一
括
法は
可
決さ
れた。

しか
し 、
逆に
ル
ナ
!ル

の
言
動は
質
的に
変
化してい
くこ
と
と
なっ
た。
従
来
反一
括法ス
トの

指
導
者ル
ナ
1ル

は、
J\ 

yレ

ギ

労
働
者
総
同
盟の
リエ
1ジュ

地
方
支
部に
属し
てい
た。
か
れは、
反一
括
法ス
ト
ラ
イ
キの
当
初 、
連
邦主
義を
実
現
するこ
と
を
通

じて 、
労
働
者の
生
活を
改
善するこ
と
を
目
的と
し
てい
た。
一
九五
O
年に
シャ
ル
ルロ
ワ
で
開
催さ
れた
組
合の
ワロ
ン
支
部
会
合

に
おい
て 、
ル
ナ
1ル

は
以
下の
よ
うに
話し
てい
る 。

リhA斗品、
1nt
‘，LV

 お
お
よ
そ
八
五
0
0
0
人の
肉
体・
知
的
労
働
者の
同意
を
得てい
る 。
他の
支
部も
続くだ
ろ
う 。
大
勢の
労
働

者が
加わ
るは
ずだ 。・:
組
合
活
動
家は、
階
級
利益に
もとづい
て
問
題を
把
握
す
る
術に
長けてい
る 。

つ
ま
りフ
ラン
デレ
ン
と
ワロ
ン
の
労
働
者に
尽
く
そ
うと
する
強
固
な
意

こ
れに
よっ
て

労
働
者の
連
帯は
完全
なの
で
ある 。
労
働
者 、

志
を
有し
てい
るか
らこ
そ 、
組
合
活
動
家が
ワロ
ン
の
解
放運
動に
加
わ
るの
だ 。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
労
働
者
階
級を
闘
争

に
ひ
き
ず
りこ
む
な
ら 、
か
れ
らは
なぜ
闘
うの
か
と
問
うで
あ
ろ
う 。
た
びた
び
労
働
者
階
級は
革
命を
起こ
し 、
しか
し

しか
し 、
労
働
者
階
級が
行
着く
適
所が
あっ
てこ
その
連
邦主
義で
あ

だ
ま
さ
れて
きた。
連
邦主
義!
結
構なこ
と
だ 。

るべ
きだ 。
わ
れ
わ
れは
ワロ
ン
の
解
放を
望む 。

(必)
るの
だ[
傍
点は
松
尾に
よ
る] 。

しか
し 、
同
様に 、
社
会
階
級と
し
て
の
わ
れ
わ
れの
解
放を
望ん
でい

すな
わ
ち 、
当
時はい
わ
ば
「

労
働
者な
き
連
邦主
義」
に
は
否
定
的で
あっ
た
の
で
あ
る 。

しか
し 、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頓
挫
す
る
なか
で 、
ノレ

ナ
lレ

は
一
月
四
日に
「:・一

括
法は
国の一
地
方[フ
ラン
デレ
ン]
か
ら
他の



(必)

地
方[ワロ
ン]
ヘ
強
制さ
れ
た
法
で
あ
る」 、
さ
らに一
O
日に
は

(切)

た
くは
ない」
と
述べ 、
じよ
じよ
に
「

反
フ
ラン
デレ
ン」
を
露に
し
てい
く
よ
うに
なっ
た。

「わ
れ
わ
れは
フ
ラン
デレ
ン
の
教
権主
義に
こ
れ以上
屈
し
てい

こ
うした
ル
ナ
lル

の
言
質の
変
化は
ス
ト
ラ
イ
キ
後も
進む 。
ス
ト
ラ
イ
キ
が
鎮圧
さ
れた
後 、
二
月二
二
日にCCRWは

ン
人
民運
動(
冨
2
55
8円℃
毛己包括
毛
色。ロ
以
下 、
MPW)」
とい
う
圧
力
団
体を
結
成
す
る 。
MPW
と
は、
「・:

国
家と
組
合の

中
央
集
権
化が
障
害で
ある 。
社会主
義と
経
済
拡
張に
とっ
て 、

一
緒に
なっ
て 、
かつ
て
ない
ほ
ど
の
状態に
なっ
て

その二
つ
は、

い
る」
こ
とへ
の
批
判か
ら生
じた
もの
で
あ
り 、
「

政
党で
も
な
く 、

組
合で
も
な
く 、

文
化
協
会で
も
ない 、
圧
力
団
体」
と
定
義さ

れ 、
「

将
来
的な
活
動は
リエ
lジュ

地
方に
限ら
れ
ない 。
ワロ
ン
全
体で
あ
るこ
と」
を
目
的と
した。

同時に
か
れは

その
た
め
の
完全
な
る
自
由を
欲

「
深い
同
胞
愛を
強く
実
践
し:・
ワロ
ン
の
民主
化と
繁栄を
目
指
す
闘
争を
求め 、

ル
ナ
lル
とMPWと
は、
「ワロ

ン
人と
ワロ
ン
の
利益
を
何よ
りも上

位

(日)

に
お
く

人々
全て
に
聞か
れた」 、
すな
わ
ち
「ワロ

ン
主
義」
を
掲
げた
の
で
ある 。

し
て」 、
ベ
ル
ギ
ー

労
働
者
総
同
盟を
辞
職した。
こ
の
時 、

こ
のル
ナlル
の
方
向
転
換に
は、
先に
も
記した
よ
うに
「

反
フ
ラン
デレ
ン」
とい
う意
識の
芽生
え
が
根
底に
あっ
た。
すな
わ

ち
フ
ラン
デレ
ン
の
非
協
力に
よ
るス
ト
ラ
イ
キの
頓
挫が
反
動的に
「ワロ

ン」
とい
う
言
語・
民族
運
動へ
の
運
動の
質
的
変
化を
促

した。

ル
ナ
1ル

の
動
員失
敗か
らこ
の
変
化を
説
く

資
源
動
員論ア
プロ
ー

チは
正
しい 。
しか
し 、
フ
ラン吋アレ
ン
の

その
意
味で 、

不
参加がス
ト
ラ
イ
キ
突
入
前に
決
定さ
れ
てい
たこ
と
を
考
慮
すれば 、
ル
ナ
1ル
と
反一
括法ス
ト
ラ
イ
キの
変
容を
説
明
す
る
決
定

的
要
因が
別に
必
要と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う 。

こ
こ
で
は
ル
ナ
1ル

がMP
W
結
成の
際に
「

国
家と
組
合の
中
央
集
権
化が
障
害で
あ
る」
と
述べ
て 、
当
時の
国
家(エ
リ
ー
ト)

と
同一
視さ
れ
中
央
集
権
化した
社会
党エ
リ
ー
トに

たい
し
て
も
批
判を
向けてい
た
とい
う
点に
注
目し
て
お
きたい 。
すな
わ
ち
当

時の
社
会
党は、
すでに
反
体
制的
な
活
動
グル
ー

プ(ル
ナ
lル)
と
社
会
党エ
リ
ー
ト
と
の
あい
だ
に
意
見の
相
違
を
有し
てい
た。

「
ワロ
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しか
し 、
そ
うした
状況で
あっ
た
に
もか
か
わ
ら
ず 、
その
内
的
亀
裂を
軽
視し 、
エ
イス
ケン
ス
が
「い
と
もた
や
すい」
と
評
価
す

るてい
ど
の
安
易
な
非
政
治
化
策に
応
じ 、
体
制側に
寝
返っ
た
と
映る
社会
党エ
リ
ー
トの

行
動に
たい
する
批
判が 、
ル
ナ
1ル

の
変

296 

化の
根
底に
は
潜ん
でい
た
の
で
ある 。

そ
うだ
と
すれば 、
以上
の
記
述か
らこ
の
時
期エ
イス
ケン
ス
と
社会
党エ
リ
ー
トの
あい
だ
で
な
さ
れた
連
合
形
成
行
動が 、
ル
ナ

そ
れに
たい
す
る
不
満が
ワロ
ン
主
義の
台
頭を
促し
た
と
言え
よ
う 。
MPWは、

公に
は一
八
万もの
加
入
者を
有し
社会
党に
たい
し
て
多
大な
影
響を
及ぼ
すこ
とに
なっ
た。

ール
側に
は
権
力
志
向の
行
動と
映
り 、

その
後 、

さ
らに
以上
の
よ
うな
社会
党の
混
乱は、

し 、
社会
党の
大
政
治
家 、

TOか
ら
帰
国
す
見 。
そ
して 、
こ
の
国
内
混
乱の
原
因と
なっ
た一
括
法と
その
立
案
者で
あ
り

首
相で
あ
るエ
イス
ケン
ス
を
批
判し

スパ
ー
ク(ω匂
gr
L】
mE-
EOロユ)
が 、

エ
イス
ケン
ス
政
権の
基
盤を
も
揺るが
すこ
と
と
な
る 。
すな
わ
ち一
連の
混
乱を
懸念

「エ
イス
ケン
ス
の
なか
の
悪
魔が
目
覚め
た)」
こ
と
を
理
由に
NA

始め
た
の
で
ある 。

こ
こ
でスパ
ー
ク
とエ
イス
ケン
ス
の
あい
だに
生
じた
確
執は、
以
下の
動向お
よ
びスパ
ー
クの
発
言か
ら
感
じ
取るこ
と
が
で
き

ょ
う 。
すな
わ
ち
なん
と
か
政
権の
維
持を
確
実に
したいエ
イス
ケン
ス
は、
選
挙前に 、ヴァ
ティ
カン
に
出向
き
教皇に
政
治
的
介入

を
願い
で
る 。
しか
しスパ
ー
クは、
そのエ
イス
ケン
ス
の
行
動に
たい
し
て

(日)

る」
とシニ
カル
なコ
メン
ト
を
残してい
る 。

「
臨
終前(宮
内凶a
gE
B。
『片山ω)
の
祝
福を
要
求し
てい

なお 、
エ
イス
ケン
ス
が
急に
批
判さ
れた
理
由と
し
て 、
当
時のベ
ル
ギ
ー

外交に
とっ
て
最
大の
懸
案で
あっ
たコ
ンゴ
独立
問
題

の
影
響は
無
視し
得ない 。
六
O
年三
月にコ
ンゴ
は
主
権を
回
復した
が 、
流血
の
事態を
経て
緊
張が
高ま
る
な
ど
その
後も
内
政不

安に
さい
な
ま
さ
れ
るコ
ンゴ
に 、
エ
イス
ケン
ス
政
権は
た
びた
び
軍
隊を
用い
て
干
渉した。
こ
うした
過
干
渉に
よっ
てコ
ンゴ
の

指
導
者た
ちは
親
/反ベ
ル
ギ
ーに

分
裂 、
対立
を
繰
り返した。
」
れ
を
招い
たベ
ル
ギ
ー

政
府の
態
度が
国
際
的
も
国
内
的に
も
批
判

さ
れたこ
とは
言
うま
で
も
ない 。
と
くにエ
イス
ケン
ス
の
外交
手
腕に
たい
する
批
判を
高め
たこ
とは
当
然と
して
も 、
植
民地
喪



失に
よ
る
経
済
的
打
撃が一
括
法の
遠
因と
なっ
てい
るとい
う
点が
重
要で
ある 。
当
時の
算
出に
よ
れば 、
も
し
当
時のベ
ル
ギ
ー

経

済が
フ
ラン
ス 、
イ
タ
リ
ア 、
西
ド
イ
ツ
並
みの
年七
!

八
%
の
成
長
率で
あっ
た
と
す
る
な
ら
ば 、

(白川)

二
%に
留ま
るだ
ろ
うと
推測さ
れ
てい
た。

コ
ンゴ
喪
失に
よっ
て
成
長
率は

つ
ま
りコ
ンゴ
問
題は、
一
括法の
成立
を
促進 、
誘引した
とい
う点で
重
要な
外生
的

要
因で
あっ
た。五

考
察
ll
歴
史
的コ
ン
テ
ク
ス
ト
ーーー

以上
の
反一
括
法ス
ト
ラ
イ
キか
ら
ワロ
ン
主
義
運
動へ
の
「

階
級
闘争か
ら
言
語
紛
争ヘ」
の
変
容の
過
程に
おい
て
は、
エ
イス
ケ

ン
ス
を
中心と
した
政
治
的エ
リ
ー
トに
おけ
る
「

統
治
連
合」
の
動態が
決
定
的に
重
要で
ある 。
す
な
わ
ちエ
イス
ケン
ス
は、

法
をめ
ぐ
る
社会主
義
組
合のス
ト
ラ
イ
キに
直
面し
て 、
議会に
おい
て
社
会
党エ
リ
ー
トと

の
統
治
連
合を
形
成し一
括
法
を
成立
さ

せ
た。
しか
し 、
態
度を
変
化させ
た
社会
党エ
リ
ー
トに

たい
する
反
発がル
ナ
lル

の
言
説を
質
的に
変
化させ
ていっ
た。
すな
わ

ち
「

連
合」
形
成に
よっ
て 、
「

階
級」
闘
争は
「

ワロ
ン」
とい
う
言
語・
民
族
運
動へ
と
変
化し
た。
こ
の
点で
社
会
運
動の
変
容に

たい
する
統
治
連
合(の
変
化)
が
及ぼ
す
影
響は
大きい
こ
と
が
理
解で
き
る 。

しか
し
タロ
lの

前
提と
はい
くぶ
んニュ
アン
ス
の
異な
る
側
面も
見
出さ
れ
る 。
ル
ナ
1ル

に
とっ
て
社会
党(エ
リ
ー
ト)
は
歴

史
的 、
構造
的に
最も
獲
得し
や
すい
外
部
資源 、
同
盟
者で
あっ
た
は
ずで
あ
る 。
そ
れが
当
時の
政
権と
連
合を
形
成した
とい
うこ

と
は、
そ
れに
よっ
てル
ナ
lル

の
要
求が
実
現さ
れ
や
す
く 、
す
な
わ
ちか
れ
らは
体
制に
包
摂さ
れ
運
動は
衰退し
て
も
よい 。
しか

し 、
こ
こ
で
は
統
治
連
合の
形
成が 、
逆に
ル
ナ
lル

の
不
満
を
高め 、
運
動を
質
的に
変
化さ
せ 、
結
果
的に
運
動を一
層
高
揚さ
せ

た。
こ
こ
か
ら 、
少な
くと
も 、
同一
陣
営に
属する
政
党が
統
治
連
合を
形
成した
か
らといっ
て 、
必
ずし
も
運
動が
終息に
向か
う

一
括
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わ
けでは
ない
とい
うこ
と
が
言え
る 。

では、
こ
の
逆
説
的
帰
結は、
なに
に
よっ
て
もた
ら
さ
れた
の
で
あ
ろ
うか 。
検
討の一
助と
して 、
比
較の
た
めに 、
当
時の
カ
ト
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リッ
クの
動態を
検
討し
よ
う 。
反一
括
法ス
ト
ラ
イ
キの
過
程に
おい
て 、
実は、
カ
ト
リッ
クの
側に
社会主
義
陣
営と
同
質の
内
的

動
揺が
皆無だっ
た
とい
うわけでは
なかっ
た。
一
括
法
案が
審
議さ
れ
てい
る
なか
で 、
キ
リス
ト

教
労
働
組
合
連
合は
当
初一
括
法

に
対し
て
不
満を
持ち 、
む
し
ろル
ナ
lル

の
行
動に
好
意
的で
あっ
た。
も
し
キ
リス
ト

教
労
働
組合
連
合がル
ナ
1ル
を
支
持し
続
け

る
な
ら 、
そ
れはエ
イス
ケン
ス
政
権に
たい
する
キ
リス
ト

教
労
働
組
合
連
合の
政
権支
持
喪失
を
意
味する 。

エ
イス
ケン
ス
は、
こ
こ
で
彼らが
当
時
懸
念し
てい
た、

(貯)

と
を
約
束
する 。
本
来 、
ベ
ル
ギ
ーの

言
語
境
界
線は
定期
的な
国
勢
調
査の
際
併せ
て
な
さ
れ
る
言
語調
査に
もとづい
て
見
直さ
れ
決

一
九
六
O
年に
実施さ
れ
る
予
定で
あっ
た
「

言
語調
査」
を
廃止
す
るこ

定さ
れ
るは
ずで
あっ
た。
当
時の
境
界
線は一
九
四七
年の
言
語調
査に
基づ
き五
四
年に
正
式に
決
定さ
れた
が 、
こ
の
四七
年の
言

語調
査が
実施か
ら七
年
後に
公
表さ
れた
た
め
何らか
の
恋
意
的
操
作が
行わ
れた
と
の
疑惑が
生
じ 、
六
O
年
言
語調
査の
ボ
イコ
ツ

(回)

そ
し
て
当
時の
キ
リス
ト

教
民主
主
義
系
組
合
も
強く
そ
れ
を
要
求し
てい
た。
当
時エ
イス
ケン
ス
は

ト
が
世
論では
高まっ
てい
た。

「
国
際
情
勢が
困
難で
あ
るこ
と
と、
穏
便に
且つ
早
急に
財
政
健全
化
計
画を
実
現
す
るこ
と
は
困
難で
あ
る
た
め 、
こ
の
ま
ま
で
は
合

意
を
得るこ
と
は
で
き
ない 。
議会では、
:・一

九
六
O
年一
二
月三
二
日の
国
勢
調
査と
言
語調
査と
を
分けて
考え
よ
う」
と
提
案し

た
つ
ま
りエ
イス
ケン
ス
は
言
語調
査
廃止
を
引き
換え
と
し
て 、
一
括
法に
対
する
合意
を
キ
リス
ト

教
民主
主
義
組
合
連
合か
ら
引

き
出した
の
で
ある 。

こ
の
点で 、
統
治
連
合が
運
動に
与え
る
影
響は、
た
ん
に
その
連
合パ
タ
ーン

の
変
化を
見た
だけでは
理
解し
得ない 。
む
し
ろ
同

た
と
え
挑
戦
者に
とっ
て 、
一
見
同
盟
者と
み
な
さ
れ
る
政

盟
者[
政
党]
と
挑
戦
者[
運
動]
と
の
関
係の
あ
りょ
うが
重
要で
あ
る 。

党が
統
治
連
合を
形
成した
と
し
て
も 、
両
者
間の
||い

わ
ば
垂
直
的
li

関
係が
変
化し
て
し
ま
え
ば 、
その
同
盟
者はい
と
もた
や

す
く

挑
戦
者に
とっ
て
の
敵
対
者へ
と
化し
て
し
ま
うの
で
ある 。



そ
れ
以
上
に 、
反一
括
法ス
ト
ラ
イ
キに
お
け
る
社
会
党エ
リ
ー
ト
と
ル
ナ
!ル

の
関
係は、
歴
史
的
文
脈に
おい
て
再
考
察さ
れ
ね

ば
な
ら
ない
だ
ろ
う 。
五
0
年
代のベ
ル
ギ
ーに

おい
て
最も
重
要な
政
治
的
問
題は、
カ
ト
リッ
ク
と
自
由
党・
社
会
党と
の
あい
だ

に
生
じ
た「
宗
教
紛
争」
で
あっ
た。

カ
ト
リッ
ク
勢
力
と
自
由
主
義
勢
力
と
の
共
闘 、

ベ
ル
ギ
ー

は、

い
わ
ゆ
るユ
ニ
オニ
ズ
ム

(dDZEE-ω
岳\dE。
室。)
に
よっ
て一
八三
O
年に
オ
ラン
ダ
か
ら
独立
を
果た
し
た
が 、
両
勢
力は
建
国
後ま
も
な
く

対立
し
てい

く 。
こ
の
対立
とは
学
校教
育の
主
導
権をめ
ぐ
る
対立 、
すな
わ
ちカ
ト
リッ
ク
系
私立
学
校と
公立
学
校とに
ど
の
よ
うに
国
家予
算

を
配
分するか
とい
う
対立
で
あっ
た。
カ
ト
リッ
クは
前
者へ
の
配
分を
多く
要
求し 、
自
由
党は
宗
教の
影
響力を
排
除し
よ
うと
し

て
カ
ト
リッ
クの
配
分を
削
減
し
よ
うと
した。
こ
の
対立に
よっ
て
両
勢
力は
そ
れ
ぞ
れに
カ
ト
リッ
ク
党と
自
由
党とい
う
政
党を
結

成
するに
至
り 、
た
びた
びこ
れ
を
争
点に
争
うこ
と
と
なっ
た。
こ
れが
カ
ト
リッ
ク
と
自
由主
義
者の
あい
だに
生
じた
宗
教
紛
争で

あ
り

長くベ
ル
ギ
ーの

政
党
政
治を
規
定し
てい
た
の
で
あ
る 。

た
だ
しこ
の
学
校
紛
争は、
政
党
政
治だ
けを
みて
もた
ん
に
カ
ト
リッ
ク
党と
自
由
党の
あい
だ
の
対立
と
し
て
推
移した
わけでは

ない 。
とい
うの
も
他の
西
欧
諸国
同
様にベ
ル
ギ
ーに

おい
て
も 、
一
八
八
0
年
代
頃か
ら
労
働運
動が
台
頭する
よ
うに
なっ
た
か
ら

で
ある 。
と
くに

第二
次
世
界
大
戦
後 、
戦
後のベ
ビ
ー
プlム
に
よっ
て一
気に
増加
した
労
働
者
階
級の
子
弟は
学
費の
高い
カ
ト
リ

ッ
ク
系
私立
学
校ヘ
通
うこ
と
が
で
き
ず 、
自
由
党お
よ
び
社会
党は
学
費無
料の
公立
学
校の
拡
充に
努め
る 。
その
結
果カ
ト
リッ
ク

は、
その
状況が
学
校選
択の
自
由を
妨
げてい
ると
主
張
すると
と
もに 、
公立
学
校へ
の
支
出
拡
大を
抑
制し
て
カ
ト
リッ
ク
系
私立

学
校へ
の
補
助
拡
大を
望む
よ
うに
なっ
た。
こ
うし
て
学
校予
算
配
分を
め
ぐ
る
対立は、
教
権主
義
派(カ
ト
リッ
ク)
対
反
教
権主

義
派(
自
由
党お
よ
び
社会
党)
とい
う
構図で
重
要な
政
治的
イシュ
ーに

なっ
た。

一
九五
四
年か
ら
自
由
党と
社会
党に
よ
る
反
教
権主
義
連
合が
政
権を
握っ
た(
第四
次
ファ
ン・
ア
クル
政
権)
が 、
こ
の
政
権
下

では
反
教
権主
義
的なコ
リャ
lル

法が
成立
した。
と
くにコ
リャ
lル

法が
定め
た、
教
員免
状を
もた
ない
聖
職
者に
対
する
給与

補
助の
削
減に
よっ
て
弱
小カ
ト
リッ
ク
系
私立
学
校は
運
営上
の
危
機を
迎え
るこ
とに
な
る 。
そ
れに
反
発した
カ
ト
リッ
ク
勢
力が
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デモ
を
行
うな
ど
抗
議
行
動(
プ
リユ
ツ

セ
ル
で
の二
五
万人
規
模の
デモ 、
二
二
O
万
人の
署
名)
に
出て 、
結
果
的に
議会は
解
散し

一
九五
八
年六月一
日に
総選
挙が
行わ
れ
るこ
とに
なっ
た。
本
稿が
取
り上
げたエ
イス
ケン
ス
政
権は、
こ
の
選
挙で
勝
利し
成立
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した
もの
で
ある 。

とい
うこ
と
は、
実は
こ
のエ
イス
ケン
ス
政
権は、
ベ
ル
ギ
ー

建
国以
来 、
そ
し
て
と
くに

戦
後一
0
年
間 、
す
な
わ
ち
直
前
ま
で

ベ
ル
ギ
ー

が
引
き
ずっ
て
き
た、
カ
ト
リッ
ク
と
社
会
党と
の
あい
だ
の
政
治
的
対立
を
前
提に
し
て
成立
し
た
政
権で
あ
る
とい
うこ

と
を 、
今一
度強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ない 。
そ
うで
あっ
た
に
もか
か
わ
ら
ず 、
カ
ト
リッ
ク(エ
イス
ケン
ス)
と
の
安
易
な
妥
協

に 、
社会
党エ
リ
ー
トは

乗じた
の
で
ある 。
そ
れは、
戦
後の
社会主
義
系
労
働
運
動を
支え
て
きた
前
衛 、
ル
ナ1ル
の
目に
は
重
大

な
「

裏切
り」
と
し
て
映っ
た
の
で
ある 。

すな
わ
ち
統
治
連
合と
は
歴
史
的コ
ン
テクス
トに
おい
て
独
自の
意
味を
与え
ら
れ
る 。
その
意
味を
軽
視
すれば 、
し
ば
し
ば
わ
れ

わ
れは
そこ
で
生
じた
事
象を正
し
く

解
釈し
得ない
の
で
あ
る 。
よ
り歴史
的
背
景を
理
解した
うえ
で 、
社会
運
動はいっ
そ
う正
確

に
理
解さ
れ
る 。

こ
の
考
察を 、
ベ
ル
ギ
ー

政
治
史
解
釈の
問
題と
し
て
考え
て
み
よ
う 。
六
0
年
代ベ
ル
ギ
ーの

言
語紛
争 、
しい
て
は
七
O
年以
降の

体
制改
革の
発
端は、
フ
ラン
デレ
ン
運
動や
ワロ
ン
運
動とい
う
社会
運
動
側の
問
題と
し
て
論じ
ら
れ
て
きた。
フ
ラン
デレ
ン
運
動

と
ワロ
ン
運
動が
激
し
く
なっ
た
た
め
に 、
ベ
ル 、ギ
1は

体
制を
変え
ざ
る
を
得な
かっ
た。
し
か
し 、
と
くに
ワロ
ン
運
動に
つ
い
て

は、
ル
ナ
lル

は
当
時の
政
治的エ
リ
ー
ト

の
「

裏
切
り」
に
よっ
て 、
や
む
を
え
ず
「

言
語」
を
掲
げざ
る
を
え
ない
状況に
追い
詰め

られてい
た。
その
点で 、
ベ
ル
ギ
ーの

言
語紛
争と
体
制
変
革と
は、
政
治的エ
リ
ー
ト

が
生
み
出した、
き
わめ
て
「

政
治
的」
な
産

物なの
で
ある 。



六.
結
論

以上
の
よ
うに 、
ベ
ル
ギ
ーの

言
語
紛
争の
変
化を
検
討し
た。

のパ
タ
ーン

変
化は
確か
に
社
会
運
動の

その
結
果 、
「

統
治
連
合」

盛
衰に
影
響を
及ぼ
し
てい
たこ
と
が
明らか
に
なっ
た。
しか
し 、
本
来で
あればル
ナ
1ル

に
よっ
て
牽引さ
れた
運
動を
衰退させ

るに
好ま
しい
政
治的
機
会に
おい
て 、
逆
説
的に
運
動は
変
化し
なが
らいっ
そ
う
高
揚した。
こ
の
逆
説
的
帰
結は、
社会
運
動
側か

ら
見て
「

裏切
り」
と
映る
社会
党エ
リ
ー
トの

連
合
形
成
行
動に
起
因してい
た。
こ
の
変
化を
把
握
するた
めに
は、
政
治
的
機
会
構

造
論は、
概念の
単
純
化を
過
度に
行
うべ
き
では
ない 。
そ
れ
が
形
成さ
れ
て
きた
歴
史
的コ
ン
テ
クス
ト
をふ
ま
え
た、
運
動と
政
党

と
の
関
係に
着目
する
必
要が
ある 。
そ
し
てベ
ル
ギ
ーで

生
じた
六
0
年
代の
言
語
紛
争とは、
少な
くと
もこ
の
運
動を
発
端と
する

限
り 、
き
わ
め
て
政
治エ
リ
ー
トの

行
動に
よ
る
政
治
的
産物で
あっ
た。

現
在
世
界
中で
頻
発
する
民族
紛
争につ
い
て 、
集
団
関に
経
済
的
格差が
潜
在
し 、
そ
れ
が
紛
争の
契
機と
な
るこ
とは
十
分
考え
ら

れ
る 。
し
か
し 、
そこ
で
当
該
運
動が
「

民
族」
とい
うア
イ
デン
ティ
ティ
を
掲
げるの
は、
か
れ
らが
ひ
き
ずっ
て
きた
独
自の
歴
史

と
歴
史
認
識に
よ
ろ
う 。

そ
うした
歴
史
的
背
景を
無
視し
て
政
治的エ
リ
ー
ト

が
行
動すれば 、
そ
れは
「

民
族
運
動」
と
し

そ
して 、

て
台
頭するこ
とに
な
る 。
民
族
紛
争は
歴
史
的に
熟成さ
れ
政
治的に
形
成さ
れ
る
問
題なの
で
あ
る 。

階級闘争から言語紛争へ30I 
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